



























科目 1年 2年 3年
コミュニケーション英語Ⅰ 3（3） － －
コミュニケーション英語Ⅱ － 3（4） －
コミュニケーション英語Ⅲ － － 3（4）
英語表現Ⅰ 2（2） － －
英語表現Ⅱ － 2（2） 3（2）






















































































グループ 1 2 3 4 5
１年赤クラス コミュニケーション英語Ⅰ 高大連携授業 70分 英語表現Ⅰ
白クラス コミュニケーション英語Ⅰ ALT との TT
（白 ･青合同）※後期 英語表現Ⅰ（白・青合同）青クラス コミュニケーション英語Ⅰ
２年赤クラス コミュニケーション英語Ⅱ 高大連携授業 70分 英語表現Ⅱ











































どにも、この手描きの断面図を用いている（hurt と heart の違いなど）。少々生徒からは笑
いが起こるものの、楽しく正しく、そして素早く発音指導を繰り返し行える点ではかなり有
利であると考えている。
5 各教科における取組
資料　発音指導の際の口周りの断面図（筆者手描き）
②　構文指導
　あと一つ挙げるとすれば、構文指導である。時代の流れに逆行するように聞こえるかもし
れないが、英語だけでなく、言語一般に共通する特徴のうち、特に時制の概念と句・節の概
念を1年次から掴ませ、そこから大意把握の指導などへと発展させることが重要なのではな
いかと考える。このことは、特に筆者が指導し続けてきた高校1年生に品詞の概念（特に形
容詞と副詞の概念）を理解し、定着することに非常に時間を要することが多かった経験から
も言えることである。
　そこで筆者は 1年次から、教科書の内容に入る前に、句・節・接続詞の自作問題集を用
い、単文から主節と従属節からなる複雑な文まで、簡単な例題を大量に（50例ほど）用意
し、それぞれが何の句・節かを判別させ、構文把握を練習させる時間を設けている。
　特に 1年生には理解に時間がかかるものの、この区別法を身につけない限り、前から順
に理解し読み進めていくための「手がかり」を自ら見つけ出すことは困難だと思われる。目
標言語の構文把握を無視することは、闇雲に読み進め、並べられた語の意味から文全体の意
味を把握する、という極めてあやふやな「脳内文法」に頼ることにほかならない。
　自発的に、ほぼ無意識にこの区別ができるようになることで、学習者が触れている文が持
つ SVOC、そしてM（Modifier；修飾語句）の各要素を瞬時に脳内で判別し、徐々に長い
文にも慣れていくことができていく。週に 1.5 時間という極めて限られた時間ではあるが、
最初にこの訓練をしておくことで、文章の大意を把握することが徐々に可能になっていき、
脳内の作業負荷が極めて軽くなっていくのだと考える。
　巷では、各出版社が出しているいわゆる「文法参考書」と呼ばれる『総合英語』がある。
そしてその中では、ほとんどの参考書で句・節が扱われており、内容に関しては詳細に述べ
られている。その一方で、その概念自体は我々の母語である日本語の修飾関係とほぼ同じな
のだということを理解しない限り、学習者が読んだだけで能動的に理解できる概念であると
は言い難いと筆者には感じられる。ほとんどの学習者は、母語での修飾関係は直感的に可・
不可について判定できるのに対し、外国語というフィルターを通した途端、それが全くと
いっていいほどできなくなってしまうように感じる。
　前置きが長くなったが、筆者はその句・節の判別演習を行い、それをその語の教科書の指
導においても、扱う文章の難易度などに応じて、または発達段階に応じて、細かく判別させ
ることもあれば、大まかな区別だけですませている（たとえば二重限定になっている後置修
飾などは詳細に生徒自身に板書に書かせている）。
③　自作冊子からノートへの書き写しによる「二重学習」
　最後に、筆者がどのようにノートをとる指導をしているかに触れる。筆者は作成には多少
6 各教科における取組
時間がかかるものの、時間短縮のためには欠かすことができないという観点から、最初に本
文と穴埋め式の行間和訳が記載されたものを冊子状にして配布し、授業ではそれを基に板書
事項を記入させている。なぜわざわざ冊子にするのか、というと、1枚だけのハンドアウト
は生徒の保管率が非常に悪く、紛失するケースが非常に多いからである。せっかく書き込ん
だハンドアウトを紛失してしまうと、受けた授業の中身のほとんどを失うに等しいのではな
いだろうか。
　筆者はこの点を解消するために、冊子にするようになった。こうしておくとそれなりの厚
さになり、補助教材のような体裁となるため、冊子自体を紛失する生徒は、ハンドアウトだ
けを配布していた頃と比較すると、非常に少なくなった。
　授業では、筆者は英文だけを書き、それぞれの文の構造把握と内容把握は各生徒に指名し
て、順番に黒板に書かせている。もちろんすべての文を扱うと時間がかかるため、黒板への
記入を省くこともあるが、大まかな流れは 1年生から 3年生に至るまで同じである。高校
3年生には、分詞構文と動名詞の違いや関係代名詞と関係副詞の違いなどを適宜指名し、説
明させながら理解を深めさせている。
　その後、その課が終わった後は、板書した事項と和訳の穴埋め、内容理解の英問英答問題
（穴埋め式）、付録で載せておいた小テスト、および関連英文（この関連英文も、単語・熟語
を調べるよう課題形式にしてある）をすべて埋めた状態で提出させる。そして定期考査が終
わったときに、全く同じように板書事項を写したノートも提出させている。
　生徒にとっては二度手間だと感じる生徒もいるようだが、「二度学習できるのでありがた
い」という感想をもらったこともあるので、前任校を含めて 10年以上になる指導経験の中
で、今はこの形に落ち着いている。
　やはり授業内でできることは限られており、生徒が英語運用力をどう伸ばすのかは、授業
外の学習時間をどう作っていくかにかかっている。たかがノート、されどノートである。使
い方次第で、無限の可能性を秘めている。授業内では写すことで精いっぱいでも、定期考査
のために別冊のノートに自分でもう一度書き写していくうちに、ゆっくりと確実に理解を深
めていくことができるのだと考える。
　だからこそ、先に触れたように、前向きな感想を抱いてくれた生徒もいたのだと信じてい
る。
５ おわりに
　ここでは主に本校が SGH事業と、通常の英語の授業が抱えてきた問題点を、どのように解決
してきたかを述べてきた。筆者の授業方法についてはあまり述べることができなかったが、本稿
で紹介した方法は、少なくとも外国語科教員間では共通理解を図ることができているし、有用性
も認めてもらっていると感じている。冊子そのものを掲載することはできないが、まだまだ改良
の余地は多分にある。
　授業の時間数は決められており、何かに多く時間を割くと、他の活動の時間は削らなければな
らない。現状、1.5 時間のコミュニケーション英語をどう運用していくかは、まだまだ創意工夫
が必要であろう。しかし、授業中だけでなく、授業外でどのような学習に取り組ませることが可
能なのか、そこに自律性があるのかどうか、ということは外国語の習得において避けて通ること
ができない問題であろう。
　できることなら、1年生用の冊子には、発音記号の演習を含めることも視野に入れ、さらに本
校生徒の指導にあたっていきたい。
